
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

病室に備え付けてあるチェストの劣化が進み、扉が外れたり、ネジが緩んだりして破損が多くみ

られていました。そのため、今回精神療養病棟と精神一般病棟のチェストの買い替えを行いました。 

平成 13年に新病院に移転して以来 22年間、長い間患者さんの衣類や私物などを保管するという

役目を果たしてきました。いつも患者さんを傍で見守り、患者さんの生活を支えてくれる存在でも

ありましたが、とうとう新しいチェストとバトンタッチする時がきました。 

更新に当たり部屋移動や掃除対応が出来るようキャスターを付けました。また鍵付き引き出しは

鍵の形状をカード式に変更し収納スペースも多くなりました。その為患者さんも安心して貴重品を

管理することが出来るようになったと喜んでおられます。チェストは患者さんの入院生活に欠かせ

ないものです。療養環境のアメニティを充実させることも、入院治療には大事であると改めて感じ

ました。 
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チェスト（床頭台）交換 
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10月 29日に当院のある右田地区の文化祭が 3年ぶりに開催さ 

れました。毎年、当院もスタッフによる栄養相談や血圧測定、健康 

相談などで参加させていただいておりましたが、近年はコロナの影 

響で中止となり、さみしい思いをしてまいりました。3年ぶりの開 

催の影響かわかりませんが、例年に比べ参加者の数が多く、当院ブ 

ースにもたくさんの方が来てくださいました。天候にも恵まれとても良い文化祭でした。 

来年も参加予定ですので、文化祭に立ち寄られた際にはぜひお立ち寄りください。 

 

 
 
 
11月に入り急に冷える日が続いていますが、皆様いかがお過ごしでしょうか。 

猛暑日が続く長い夏が終わったと思ったら、もう冬の足音が聞こえる毎日です。 

急激な気温の変化に木々もびっくりしているようで、例年は見事な黄金色に染まる 

当院の大銀杏も、11月中旬になっても葉の先端がわずかに黄色に変わるのみで 

す。皆さまも体調を崩されぬようご自愛ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
10月 30日（月）のデイケア開催日に、スタッフ・利用者全員 

でハロウインの仮装を楽しみました。午前中には「ハロウイン・ク 

イズ」をチーム対抗で競い合い、午後は看護の実習生も一緒に、仮 

装をしてピンポンホッケーと言うゲームを楽しみました。 

お化けが一生懸命にゲームをする姿は、大変面白いものでした。 

 

 

 

認知症治療病棟では今年度の 9月より新たに『精神科作業療法』を開始いたしました。 

現在のところ、主に個別や小集団のリハビリテーションが必要な患者さんを対象に、週 2回病

棟訓練室にて、カードゲームや、裁縫、歩行訓練や上肢機能訓練等の身体機能訓練を提供してい

ます。 

療養生活の中では知ることのできなかった特技を披露されたり、意外な趣味のお話を聞かせて

いただいたりと、毎回新しい発見続きで和気あいあいと楽しく行っています。 

今後も患者さんやご家族のニーズに合わせた様々な作業を取り入れて、認知症治療の一助にな

るよう尽力して参ります。 

１１月１７日撮影 

ハロウィン行事 

 
右田地区文化祭 

 


